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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 23日 (2007.4.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
[製 造 例 １ ]（ ポ リ マ ー Ａ の 製 造 ）
　 Ｐ － ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 ３ ４ ５ 重 量 部 、 ６ － ヒ ド ロ キ シ － ２ － ナ フ ト エ 酸 １ ７ ５ 重 量 部
、 酢 酸 カ リ ウ ム ０ ． ０ ２ 重 量 部 、 無 水 酢 酸 ３ ５ ０ 重 量 部 を 、 各 々 攪 拌 機 及 び 留 出 管 を 備 え
た 反 応 機 に 仕 込 み 、 充 分 に 窒 素 置 換 し た 後 、 常 圧 下 で １ ５ ０ ℃ ま で 温 度 を 、 攪 拌 を 開
始 し た 。 １ ５ ０ ℃ で ３ ０ 分 攪 拌 し 、 さ ら に 徐 々 に 温 度 を 上 昇 さ せ 、 副 生 す る 酢 酸 を 留 去 し
た 。 温 度 が ３ ０ ０ ℃ に 達 し た と こ ろ で 、 徐 々 に 反 応 器 中 を 減 圧 さ せ ５ ｔ ｏ ｒ ｒ の 圧 力 で １
時 間 攪 拌 を 続 け 、 目 標 の 攪 拌 ト ル ク に 達 し た 時 点 で 、 反 応 器 下 部 の 排 出 孔 を 開 け 、 窒 素 圧
を 使 っ て 樹 脂 を ス ト ラ ン ド 状 に 取 り 出 し た 。 排 出 さ れ た ス ト ラ ン ド を ペ レ タ イ ザ に よ る 粒
子 状 に し た 。 こ の 全 芳 香 族 ポ リ エ ス テ ル 液 晶 樹 脂 （ ポ リ マ ー Ａ ） の 融 点 は ２ ８ ０ ℃ 、 ３ ０
０ ℃ の 溶 融 粘 度 は ３ ５ Ｐ ａ ・ ｓ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
[製 造 例 ２ ]（ ポ リ マ ー Ｂ の 製 造 ）
　 Ｐ － ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 １ ７ ３ 重 量 部 、 ６ － ヒ ド ロ キ シ － ２ － ナ フ ト エ 酸 ３ ８ 重 量 部 、
４ ,４ ’ － ジ ヒ ド ロ キ シ ビ フ ェ ニ ル ５ ２ 重 量 部 、 テ レ フ タ ル 酸 ６ ５ 重 量 部 、 ４ － ア セ ト ア
ミ ノ フ ェ ノ ー ル １ ７ 重 量 部 、 酢 酸 カ リ ウ ム ０ ． ０ ４ 重 量 部 、 無 水 酢 酸 ２ ２ １ 重 量 部 を 、 各
々 攪 拌 機 及 び 留 出 管 を 備 え た 反 応 機 に 仕 込 み 、 充 分 に 窒 素 置 換 し た 後 、 常 圧 下 で １ ５ ０ ℃
ま で 温 度 を 、 攪 拌 を 開 始 し た 。 １ ５ ０ ℃ で ３ ０ 分 攪 拌 し 、 さ ら に 徐 々 に 温 度 を 上 昇 さ
せ 、 副 生 す る 酢 酸 を 留 去 し た 。 温 度 が ３ ５ ０ ℃ に 達 し た と こ ろ で 、 徐 々 に 反 応 器 中 を 減 圧
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さ せ ５ ｔ ｏ ｒ ｒ の 圧 力 で １ 時 間 攪 拌 を 続 け 、 目 標 の 攪 拌 ト ル ク に 達 し た 時 点 で 、 反 応 器 下
部 の 排 出 孔 を 開 け 、 窒 素 圧 を 使 っ て 樹 脂 を ス ト ラ ン ド 状 に 取 り 出 し た 。 排 出 さ れ た ス ト ラ
ン ド を ペ レ タ イ ザ に よ る 粒 子 状 に し た 。 こ の 全 芳 香 族 ポ リ エ ス テ ル 液 晶 樹 脂 （ ポ リ マ ー Ｂ
） の 融 点 は ３ ０ ０ ℃ 、 ３ ２ ０ ℃ の 溶 融 粘 度 は ２ ５ Ｐ ａ ・ ｓ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
[製 造 例 ３ ]（ ポ リ マ ー Ｃ の 製 造 ）
　 Ｐ － ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 ２ ８ ５ 重 量 部 、 ６ － ヒ ド ロ キ シ － ２ － ナ フ ト エ 酸 ３ ０ 重 量 部 、
４ ,４ ’ － ジ ヒ ド ロ キ シ ビ フ ェ ニ ル ８ ０ 重 量 部 、 ４ － ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ノ ー ル ２ ５ 重 量 部
、 テ レ フ タ ル 酸 １ ０ ０ 重 量 部 、 酢 酸 カ リ ウ ム ０ ． ０ ７ 重 量 部 、 無 水 酢 酸 ３ ５ ０ 重 量 部 を 、
各 々 攪 拌 機 及 び 留 出 管 を 備 え た 反 応 機 に 仕 込 み 、 充 分 に 窒 素 置 換 し た 後 、 常 圧 下 で １ ５ ０
℃ ま で 温 度 を 、 攪 拌 を 開 始 し た 。 １ ５ ０ ℃ で ８ ０ 分 攪 拌 し 、 さ ら に 徐 々 に 温 度 を 上 昇
さ せ 、 副 生 す る 酢 酸 を 留 去 し た 。 温 度 が ３ ５ ０ ℃ に 達 し た と こ ろ で 、 徐 々 に 反 応 器 中 を 減
圧 さ せ ５ ｔ ｏ ｒ ｒ の 圧 力 で １ 時 間 攪 拌 を 続 け 、 目 標 の 攪 拌 ト ル ク に 達 し た 時 点 で 、 反 応 器
下 部 の 排 出 孔 を 開 け 、 窒 素 圧 を 使 っ て 樹 脂 を ス ト ラ ン ド 状 に 取 り 出 し た 。 排 出 さ れ た ス ト
ラ ン ド を ペ レ タ イ ザ に よ る 粒 子 状 に し た 。 こ の 全 芳 香 族 ポ リ エ ス テ ル 液 晶 樹 脂 （ ポ リ マ ー
Ｃ ） の 融 点 は ３ ４ ０ ℃ 、 ３ ６ ０ ℃ の 溶 融 粘 度 は １ ０ Ｐ ａ ・ ｓ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
[製 造 例 ４ ]（ ポ リ マ ー Ｄ の 製 造 ）
　 Ｐ － ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 ９ ３ 重 量 部 、 ６ － ヒ ド ロ キ シ － ２ － ナ フ ト エ 酸 ７ ９ 重 量 部 、 ４
,４ ’ － ジ ヒ ド ロ キ シ ビ フ ェ ニ ル ３ ９ 重 量 部 、 ４ － ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ノ ー ル １ ３ 重 量 部 、
テ レ フ タ ル 酸 ４ ９ 重 量 部 、 酢 酸 カ リ ウ ム ０ ． ０ ２ 重 量 部 、 無 水 酢 酸 １ ６ ７ 重 量 部 を 、 各 々
攪 拌 機 及 び 留 出 管 を 備 え た 反 応 機 に 仕 込 み 、 充 分 に 窒 素 置 換 し た 後 、 常 圧 下 で １ ５ ０ ℃ ま
で 温 度 を 、 攪 拌 を 開 始 し た 。 １ ５ ０ ℃ で ３ ０ 分 攪 拌 し 、 さ ら に 徐 々 に 温 度 を 上 昇 さ せ
、 副 生 す る 酢 酸 を 留 去 し た 。 温 度 が ３ ５ ０ ℃ に 達 し た と こ ろ で 反 応 器 中 を 減 圧 さ せ 、 圧 力
が ５ ｔ ｏ ｒ ｒ に 達 し た 時 点 か ら さ ら に ３ ０ 分 攪 拌 し 、 反 応 器 下 部 の 排 出 孔 を 開 け 、 窒 素 圧
を 使 っ て 樹 脂 を ス ト ラ ン ド 状 に 取 り 出 し た 。 排 出 さ れ た ス ト ラ ン ド を ペ レ タ イ ザ に よ る 粒
子 状 に し た 。 こ の 全 芳 香 族 ポ リ エ ス テ ル 液 晶 樹 脂 （ ポ リ マ ー Ｄ ） の 融 点 は ２ １ ５ ℃ 、 ２ ３
０ ℃ の 溶 融 粘 度 は ８ ０ Ｐ ａ ・ ｓ で あ っ た 。
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